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　会員の皆様方のお取引先やお知り合いで、当所の会員でない
事業所がございましたらぜひご紹介ください。

小千谷商工会議所　☎８１－１３００
新規会員募集中‼

会頭就任のご挨拶	 	 ２
新役員・議員名簿	 	 ３
工業部会第１１回企業視察会	 	 ４
おぢやまちゼミの会「ＤＩＳＣＯＶＥＲ	ＯＪＩＹＡ	おぢやの魅力再発見！」	 	 ５
７～９月期会員景況調査	 	 ６
秋季経済講演会	 	 ８
女性会「いいとこ巡り視察研修会」		 ９
地域おこし協力隊牛久保くんのコラム「牛久保はミタ！！」	 	 ９

 左より渡邊専務理事、木村副会頭、小宮山会頭、髙野史郎副会頭、高野邦子副会頭



　去る１０月１８日（金）に常議員会が、同月２
９日（火）に臨時議員総会が開催され、任期満了
に伴う当所役員・議員の人事案件について審議を
行いました。
　副会頭には、髙野史郎氏（越後札紙㈱　再任）、
高野邦子氏（㈱たかの　再任）、木村　学氏（㈱木
村食品　新任）の３名が、専務理事には、渡邊芳
久氏（再任）が選任されました。
　監事には、草野　信氏（㈱草野商店）、大渕　賢
氏（大渕賢税理士事務所）、高橋賢一氏（㈱高橋電
気）の３名が再任されました。
　また、このたび選出された６０名の議員の中か
ら常議員として２０名が選任され、各部会におけ
る正副部会長の選出結果も報告しました。
　新役員・議員の任期は令和元年１１月１日から
令和４年１０月３１日までの３年間となります。
　臨時議員総会の席上、日本商工会議所会頭表彰
として、役員・議員を永年勤められた６名に表彰状、
永年お勤めいただきこのたび退任された３名に感
謝状が授与されました。
　臨時議員総会終了後は、ご来賓ならびに今期新
たに就任された議員の方々をお迎えし、サンプラ
ザにて「新旧議員懇親会」を盛大に開催しました。

11月常議員会・臨時議員総会
新役員・議員決まる

 

表
　
　
彰
（
敬
称
略
）	

	

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰	

	

　
◆
役
員
・
議
員
表
彰
（
退
任
表
彰
）		

　
　
　

丸
山　
　

武
（
㈱
マ
ル
ヤ
マ
包
装
）　　
　

	

勤
続
年
数	

18
年

　
　
　

本
田　
　

剛
（
小
千
谷
市
建
築
組
合
）	　
　
　

	

〃	

18
年

　
　
　

品
田
誠
一
郎
（
㈱
ト
ラ
ス
ト
）　	

	　
　
　

〃	

9
年

	
	

　

◆
役
員
・
議
員
表
彰
（
永
年
勤
続
表
彰
）	

	

　
　
　

小
宮
山
佳
秀
（
公
認
会
計
士
小
宮
山
佳
秀
事
務
所
）　	

勤
続
年
数	

15
年

　
　
　

西
巻　

一
男
（
小
千
谷
タ
ク
シ
ー
㈱
）	　
　
　

	

〃	

15
年

　
　
　

郷　
　
　

勇
（
㈱
郷
建
築
事
務
所
）	

　
　
　

	

〃	

15
年

　
　
　

宮　
　
　

寿
（
㈲
割
烹
旅
館
船
山
閣
み
や
）　　

		

〃	

15
年

　
　
　

澤
田　

芳
夫
（
㈾
澤
田
屋
）	　
　
　
　
　
　

			

〃	

15
年

　
　
　

松
井　
　

均
（
㈲
紺
仁
）	

　
　
　
　
　
　
　

〃	

15
年

会
頭
就
任
の
ご
挨
拶

　
小
千
谷
商
工
会
議
所

　
　
　	

会
頭
　
小
宮
山
佳
秀

　

こ
の
度
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ

り
会
頭
の
職
を
再
度
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
「
商
工
業
の
経
営
の
改

善
発
達
」
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
米
中
貿
易
摩
擦
や
日

韓
関
係
の
悪
化
な
ど
が
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
特
に
中
小
企
業
の
経
営

環
境
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
具

体
的
に
は
、「
消
費
マ
イ
ン
ド

の
悪
化
」「
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
」「
受

注
減
少
」
な
ど
が
あ
り
、
又
、

構
造
的
要
因
と
し
て
「
人
手
不

足
」「
労
働
者
の
高
齢
化
」「
女

性
労
働
力
の
不
足
」「
地
方
の

疲
弊
」「
事
業
承
継
の
遅
れ
」「
低

生
産
性
」な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

政
官
財
の
三
者
が
連
携
を
取
り

解
決
に
向
か
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
改
善
対
策
の
基
本
は
、
①

生
産
性
の
向
上
②
事
業
承
継
の

促
進
を
中
核
と
し
て
③
魅
力
あ

る
街
づ
く
り(
観
光
促
進
な
ど)

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
、

各
企
業
が
戦
略
的
な
経
営
計
画

を
策
定
し
て
経
営
力
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

役
職
員
一
同
出
来
る
だ
け
の

支
援
を
行
う
所
存
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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会　

頭　

小
宮
山	
佳
秀

	

（
公
認
会
計
士
小
宮
山
佳
秀
事
務
所
）

副
会
頭　

髙
野　

史
郎
（
越
後
札
紙
㈱
）

　

〃　
　

高
野　

邦
子
（
㈱
た
か
の
）

　

〃　
　

木
村　
　

学
（
㈱
木
村
食
品
）

専
務
理
事　

渡
邊　

芳
久

監　

事　

草
野　
　

信
（
㈱
草
野
商
店
）

　

〃　
　

大
渕　
　

賢
（
大
渕
賢
税
理
士
事
務
所
）

　

〃　
　

高
橋　

賢
一
（
㈱
高
橋
電
気
）

常
議
員　

大
宮　

武
一
（
ユ
ニ
オ
ン
フ
ー
ズ
㈱
・

�

卸
売
商
業
部
会
長
）

　

〃　
　

大
川　
　

明
（
㈱
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大
川
・

	

小
売
商
業
部
会
長
）

　

〃　
　

吉
澤　

貞
雄
（
新
潟
銘
醸
㈱
・

�

工
業
部
会
長
）

　

〃　
　

富
樫　

勝
実
（
㈱
第
四
銀
行
小
千
谷
中
央
支
店
・

�

金
融
証
券
部
会
長
）

　

〃　
　

山
岸　

豊
司
（
㈱
山
岸
商
会
・

�

交
通
部
会
長
）

　

〃　
　

郷　
　
　

勇
（
㈱
郷
建
築
事
務
所
・

�

建
設
工
業
部
会
長
）

　

〃　
　

大
竹　

輝
夫
（
㈲
割
烹
竹
屋
・

�

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
長
）

　

〃　
　

佐
藤　

昭
夫
（
佐
藤
税
務
会
計
事
務
所
・

�

諸
業
部
会
長
）

　

〃　
　

浅
田　

正
平
（
㈱
浅
田
精
機
）

　

〃　
　

荻
野　
　

洋
（
㈱
荻
野
塗
装
）

　

〃　
　

木
村　

光
治
（
㈱
キ
ム
ラ
）

　

〃　
　

木
村　

敬
知
（
㈱
第
一
測
範
製
作
所
）

　

〃　
　

久
保
田　

厚
（
㈱
ベ
ル
ロ
ー
ブ
）

　

〃　
　

久
保
田
邦
彦
（
㈱
中
越
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

　

〃　
　

近
藤　

貴
司
（
㈲
近
藤
商
店
）

　

〃　
　

鈴
木　

久
夫
（
㈱
鈴
木
建
築
）

　

〃　
　

中
町　
　

剛
（
エ
ヌ
・
エ
ス
・
エ
ス
㈱
）

　

〃　
　

西
巻　

一
男
（
小
千
谷
タ
ク
シ
ー
㈱
）

常
議
員　

松
井　
　

均
（
㈲
紺
仁
）

　

〃　
　

山
﨑
亮
太
郎
（
山
崎
醸
造
㈱
）

議　

員　

安
達　

文
隆
（
安
達
建
築
板
金
）

　

〃　
　

阿
部　
　

勇
（
㈲
び
ん
し
ょ
う
）

　

〃　
　

阿
部　

佐
織
（
阿
部
幸
製
菓
㈱
）

　

〃　
　

五
十
嵐
高
史
（
㈾
ト
ー
ユ
ヤ
）

　

〃　
　

遠
藤　

壮
太
（
㈱
遠
藤
書
店
）

　

〃　
　

大
関　

卓
郎
（
第
四
北
越
証
券
㈱
小
千
谷
支
店
）

　

〃　
　

大
渕　

敏
明
（
大
渕
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所
）

　

〃　
　

片
山　

高
志
（
片
市
洋
品
店
）

　

〃　
　

上
村　

行
雄
（
㈲
小
千
谷
ト
ラ
ベ
ル
）

　

〃　
　

郷　
　

正
和
（
郷
左
官
工
業
）

　

〃　
　

近
藤　

栄
一
（
丸
山
建
設
㈱
）

　

〃　
　

佐
藤　

竜
一
（
㈲
小
千
谷
清
掃
社
）

　

〃　
　

澤
田　

芳
夫
（
㈾
澤
田
屋
）

　

〃　
　

清
水　

隆
良
（
糸
清
㈱
）

　

〃　
　

司
山　

則
行
（
㈱
北
越
銀
行
小
千
谷
支
店
）

　

〃　
　

関
根
健
一
郎
（
㈱
魚
沼
自
工
）

　

〃　
　

髙
野　

直
人
（
合
同
会
社
髙
留
商
店
）

　

〃　
　

高
橋　
　

茂
（
新
潟
県
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病
院
）

　

〃　
　

竹
内　

義
朗
（
竹
内
製
菓
㈱
）

　

〃　
　

千
葉　
　

智
（
㈱
フ
ー
ゲ
ツ
）

　

〃　
　

中
町　

英
明
（
㈲
稲
荷
屋
新
聞
店
）

　

〃　
　

南
雲
栄
三
郎
（
㈲
南
雲
建
築
工
業
）

　

〃　
　

南
雲　

信
幸
（
㈲
農
園
ビ
ギ
ン
）

　

〃　
　

西
方　

邦
夫
（
㈲
西
方
建
材
）

　

〃　
　

野
澤　
　

孝
（
㈲
テ
プ
ラ
ス
野
沢
）

　

〃　
　

伴　
　

雅
史
（
秀
和
建
設
㈱
）

　

〃　
　

樋
口　

隆
司
（
㈱
樋
口
織
工
藝
社
）

　

〃　
　

廣
井　
　

充
（
㈲
広
勘
不
動
産
）

　

〃　
　

星
野　

正
樹
（（一財
）
小
千
谷
市
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

〃　
　

堀
澤　

政
浩
（
堀
儀
菓
子
店
）

　

〃　
　

丸
山
一
至
朗
（
美
好
亭
）

　

〃　
　

丸
山　

智
義
（
㈱
丸
山
工
務
店
）

　

〃　
　

水
田　

明
子
（
水
田
㈱
）

　

〃　
　

宮　
　
　

寿
（
㈲
割
烹
旅
館
船
山
閣
み
や
）

　

〃　
　

村
田　
　

正
（
㈲
村
田
農
機
商
会
）

　

〃　
　

森
山　

道
夫
（
㈱
太
郎
）

　

〃　
　

山
口　
　

寛
（
㈱
ロ
ー
タ
ス
片
貝
）

　

〃　
　

山
田　

一
郎
（
山
田
一
郎
商
店
）

　

〃　
　

山
本　
　

進
（
㈱
山
本
電
機
工
業
所
）

　

〃　
　

山
﨑
　
直
樹
（
㈱
ユ
ー
ワ
）

顧　

問　

大
川　

和
夫
（
元
会
頭
）

　

〃　
　

本
田　

正
憲
（
前
会
頭
）

　

〃　
　

大
塚　

昇
一
（
小
千
谷
市
長
）

　

〃　
　

宮
崎　

悦
男
（
新
潟
県
議
会
議
員
）

　

〃　
　

田
中　
　

淳
（
小
千
谷
市
議
会
議
長
）

参　

与　

丸
山　

春
治
（
元
副
会
頭
）

　

〃　
　

木
村　
　

清
（
元
副
会
頭
）

　

〃　
　

大
塚　
　

誠
（
元
副
会
頭
）

　

〃　
　

酒
巻　

和
男
（
元
副
会
頭
）

　

〃　
　

宮
川　

久
夫
（
前
副
会
頭
）

　

〃　
　

仲　

巳
津
夫
（
前
専
務
理
事
）

　

〃　
　

大
宮　

武
一
（（
一
財
）
小
千
谷
市
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長

）

　

〃　
　

住
安　

康
一
（
小
千
谷
市
議
会
民
生
産
業
委
員
長
）

　

〃　
　

西
方　

広
幸
（
小
千
谷
市
商
工
振
興
課
長
）

１０月の台風１９号により
被害を受けられた皆様に
心よりお見舞い申し上げます

小千谷商工会議所

　新潟県商工会議所連合会（県内１６商工会議所で構成）は、
去る１０月１１日(金)、花角知事へ「令和２年度　新潟県の産
業振興施策に対する要望書」を手渡しました。当日は１４の
会議所が参加し、当所からは小宮山会頭が出席しました。
要望内容は、商工会議所・中小企業相談所の維持・強化、地
域産業の育成・振興施策の拡充など９項目から成り、小宮山
会頭は観光産業発展のために錦鯉を積極的に活用されるよう
知事に要望しました。
　知事からは、錦鯉は県の魅力ある地域資源の一つと認識し
ており、魅力を発信して多くの人を呼び込みたいと返答があ
りました。

「新潟県の産業振興施策に
対する要望書」を提出

おぢや
会議所だより 3



　第２４回小千谷うまいもの祭が１０月６日（日）に、
小千谷市総合体育館前コミュニティー広場にて盛大に
開催されました。
　当日はあいにくの天候でしたが、多くの方々より来
場していただき、大いに賑わいを見せ、人気商品が並
ぶ店舗には長蛇の列ができており、用意した商品が完
売するお店もありました。
　会場を移転して２年目となりましたが、多くの出展
者から「広い駐車場があることで、ファミリー層の来
場が多くなり、新たな客層へのアピールが出来た」「過
去の開催で雨天だった時は、午後からの来場者が激減
し閑散とすることが多かったが、最後まで大勢のお客
さんがいた」などの声がありました。
　また、新規の試みで、参加店５店舗を回っていただ
くと１回抽選が出来るスタンプラリーを行い、来場者
に様々な店舗を利用していただけました。
　今回は２９社、３１小間の出展があり、出展者数は
減少したものの、新規の出展も２社ありました。また、
人気のフアフアや、若葉會のお囃子、小千谷太鼓「鼓
陵会」のパフォーマンス、小千谷中学校吹奏学部の演
奏などで会場内を賑やかに演出しました。

　去る１０月９日（水）に工業部会（近藤貴司部
会長）が三条市のSUWADA	OPEN	FACTORY（㈱
諏訪田製作所）と燕三条地場産業振興センターを
訪問、企業視察会を行い、１４名の参加がありま
した。
　SUWADA	OPEN	FACTORYでは、「SUWADA
の爪切り」が職人の手により鍛造・研削・研磨・
仕上げにまでいたる製作工程を見学しました。次
に燕三条地場産業振興センターでは、燕三条の職
人の伝統の技が造りあげたものから、最先端のテ
クノロジーを駆使した製品まで、「ものづくりのま
ち」の特産品を数多く見ることができました。
　今回は、本視察会で２回目の市外企業へ伺い、
熟練された職人の技術力を見学し、新たな見聞を
広めることができ、有意義な視察となりました。

「小千谷うまいもの祭」
あいにくの雨でも、大いに賑いました！！

工業部会　第１１回企業視察会
「ものづくりのまち」燕三条へ
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「
ブ
ラ
ン
ド
か
？　

売
り
上
げ
か
？

	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
役
割
」

日
経
Ｂ
Ｐ
社

「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー

渡
辺　
和
博

　
「
カ
ッ
コ
イ
イ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
つ
く
っ
た
ん

で
す
が
、
売
り
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
く
て
。
ど
う

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
」。
あ
る
地
方
都
市
で

料
亭
と
お
総
菜
販
売
を
手
掛
け
る
事
業
者
さ
ん
か

ら
こ
ん
な
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地

元
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
頼
ん
で
つ
く
っ
た
と

い
う
サ
イ
ト
を
見
て
み
る
と
、
ト
ッ
プ
に
イ
メ
ー

ジ
写
真
が
ド
ー
ン
と
あ
り
、
会
社
の
経
営
哲
学
が

ポ
エ
ム
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。「
確
か
に

何
屋
さ
ん
か
分
か
ら
な
い
で
す
ね
」「
そ
う
な
ん

で
す
」。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
つ
く
る
目
的
は
、
ブ
ラ
ン
ド

構
築
か
？　

商
品
説
明
（
売
り
上
げ
向
上
狙
い
）

か
？　

こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
受
け
た
相
談
で

す
。
と
り
あ
え
ず
つ
く
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
こ

れ
で
良
か
っ
た
の
か
自
信
が
持
て
な
い
の
は
、
目

的
よ
り
も
「
お
客
さ
ま
」
と
「
提
供
す
べ
き
価
値

と
情
報
」
が
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
原
因
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
く
つ

か
質
問
し
て
整
理
し
ま
し
た
。

　

料
亭
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
持
ち
帰
り
総
菜
の
メ

イ
ン
の
お
客
さ
ま
は
50
～
60
代
の
女
性
が
中
心

で
、
休
日
に
は
法
事
の
会
席
な
ど
も
大
き
な
売
り

上
げ
を
占
め
て
い
る
。「
提
供
で
き
て
い
る
価
値

は
？
」
と
聞
く
と
、
内
陸
に
あ
り
な
が
ら
独
自
の

仕
入
れ
ル
ー
ト
で
他
店
よ
り
新
鮮
な
魚
介
が
提
供

で
き
る
こ
と
。
そ
の
た
め
料
理
や
総
菜
も
大
盛
り

サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

整
理
し
た
の
は
⑴
ま
ず
メ
イ
ン
の
客
層
と
な
る

女
性
が
満
足
す
る
こ
と
を
追
求
し
ま
し
ょ
う
。
⑵

法
事
な
ど
の
会
席
は
別
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
情
報
発
信
の
内
容
の
優
先
順
位
を
変
え
ま

し
ょ
う
。
⑶
お
総
菜
は
忙
し
い
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
入
れ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

３
点
で
し
た
。

　

⑴
の
50
～
60
代
の
女
性
向
け
ラ
ン
チ
は
、
量
は

少
な
く
し
て
見
た
目
は
か
わ
い
ら
し
く
、
さ
ら
に

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
付
け
た
セ
ッ
ト
に
し
て
ゆ
っ
く

り
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
も
ら
え
る
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
す
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
は
、
こ
の
メ

ニ
ュ
ー
を
彼
女
た
ち
が
ス
マ
ホ
で
見
る
前
提
で
ご

ゆ
っ
く
り
ど
う
ぞ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に

発
信
す
る
。

　

⑵
の
法
事
の
会
席
に
つ
い
て
は
、
お
店
を
選
ぶ

意
思
決
定
者
は
同
じ
客
層
な
の
で
、
彼
女
た
ち
が

ほ
か
の
人
に
伝
え
や
す
い
よ
う
コ
ー
ス
を
説
明
し

た
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
、
ラ
ン
チ
の
つ
い
で
に
持
ち

帰
っ
て
も
ら
う
。

　

⑶
に
つ
い
て
は
学
校
に
近
い
と
い
う
地
の
利
を

生
か
し
て
、
子
ど
も
か
ら
親
へ
情
報
が
伝
わ
る
よ

う
な
持
ち
帰
り
し
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
面
で
子
育
て
支

援
す
る
考
え
を
、
こ
れ
も
ス
マ
ホ
前
提
で
伝
え
る

情
報
を
そ
ろ
え
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
と
は
「
お
客
さ
ま
の
心
の
中
に
育
っ

た
信
頼
」
だ
と
い
え
ま
す
。
今
回
の
場
合
で
は
、

30
～
60
代
の
女
性
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
デ
ザ
イ

ン
も
ミ
ド
ル
男
性
た
ち
の
カ
ッ
コ
イ
イ
で
は
な

く
、
忙
し
い
子
育
て
中
の
女
性
な
ど
が
見
て
「
信

頼
で
き
る
」
と
感
じ
る
ト
ー
ン
＆
マ
ナ
ー
で
つ
く

る
べ
き
で
す
。
そ
の
信
頼
は
、
あ
く
ま
で
も
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い

と
と
も
に
伝
わ
っ
て
こ
そ
形
づ
く
ら
れ
ま
す
。

　

た
ぶ
ん
こ
れ
く
ら
い
整
理
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

情
報
内
容
を
伝
え
れ
ば
、
地
元
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ

ナ
ー
も
き
っ
と
良
い
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
じ
ト
ー
ン
＆
マ

ナ
ー
で
チ
ラ
シ
や
広
告
な
ど
も
つ
く
っ
て
い
け

ば
、
お
の
ず
と
ブ
ラ
ン
ド
は
形
成
さ
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

◇
渡
辺　

和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

　

１
９
８
６
年
筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
同
年
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
全
国
各
地
の
も

の
づ
く
り
企
業
、
自
治
体
、
地
域
商
社
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
を

取
材
、
地
域
に
持
続
的
に
稼
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
著
書
『
地
方
発
ヒ
ッ
ト
を
生
む
逆
算

発
想
の
も
の
づ
く
り
』
が
あ
る
。
全
国
の
商
工
会
議
所
な

ど
で
地
域
活
性
化
や
名
産
品
開
発
を
支
援
す
る
講
演
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

会報本紙に掲載



　去る１０月１９日（土）、本町商店街と平成商店街、周辺施
設を会場とした「ＤＩＳＣＯＶＥＲ　ＯＪＩＹＡおぢやの魅力
再発見！」（以下ＤＩＳＣＯＶＥＲ　ＯＪＩＹＡ）が開催されま
した。
　本事業は、おぢやまちゼミの会（風間正徳会長）が主催
し、小千谷市より受託しているＳＮＳ環境整備事業の一環
として実施されました。当初、１０月１２日（土）の開催を予
定していましたが、甚大な被害をもたらした台風１９号接近
に伴い、１週間延期しての実施となりました。

秘密の地図を完成せよ！
　ＤＩＳＣＯＶＥＲ　ＯＪＩＹＡメインイベントである、「秘
密の地図を完成せよ！」は、商店街のお店をめぐってもら
い、地図を完成させるという内容でした。
　地図は数種類あり、参加者によって最初に渡す地図が違
う為、簡単なルートの地図もあれば、何度も往復が必要な
難しいルートの地図もあり、子供から大人まで楽しめる工
夫がされていました。商店街には、多くの親子連れが商店
街を行ったり来たりしている様子がみられ、とても賑わっ
ていました。

本町　山田屋　店内の様子
　みごと地図を完成させた方は、旅行券や商店街・まちゼ
ミ参加店などから特別な景品が当たる抽選会に参加でき、
多くの景品を用意しておりましたが、ほぼなくなる盛況ぶ
りでした。

抽選会の様子

インスタコンテスト
　ＤＩＳＣＯＶＥＲ　ＯＪＩＹＡ当日、「西脇邸」「東忠」「慈
眼寺」といった建造物や、「商店街の商品」「歴史ある看
板」などをインスタ映えするスポットとして紹介させていた
だきました。参加店のブティックおおたにさんでは、このイ
ベントの為に岩沢で採れた胃袋かぼちゃをハロウィン仕様
に加工したかぼちゃのランタンを展示していただき、多く
の方が写真を撮っていました。
　インスタコンテストには１０４作品の応募があり、１０月２
８日に本町商店街、平成商店街からの代表者を交えて審査
会を開催し、受賞作品を決定しました。受賞作品はおぢや
まちゼミＨＰ（https://www.ojiya-machisemi.com/）か
らご覧いただけます。

本町　ブティックおおたに　店内の様子

出張まちゼミ
　ＤＩＳＣＯＶＥＲ　ＯＪＩＹＡ当日限定の出張まちゼミを
開催しました。ドローンの体験ができる「ドローンで空中散
歩しよう！（ハイハイネット）」や、小学校の必修科目となる
ロボットプログラミングを大人が体験する「大人のロボット
プログラミング講座（らくらくパソコン教室）」など、無料
で参加できる楽しい講座が数多く実施されました。

�秀和建設「女性のためのＤＩＹ（ウッドピンチ作り）」の様子
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７月〜９月期

会 員 景 況 調 査 結 果
♢ 調  査  対  象

♢ 調査対象期間

♢ 回  収  状  況

小千谷商工会議所の会員企業の中から、卸売業・小売業・製造業・建設業・サービス業を
対象に実施した。
令和元年７月～令和元年９月期の実績及び令和元年７月～９月期の見通しについて調査し
た。
135企業中、124企業より回答を得た。（回答率91.9％）

売上高の動向（前年同期比）

経常利益の見通し（前年同期比） 資金繰り見通し（前年同期比）

　今期の売上高の動向は、全業種を平均した前年
同期比で「増加」の企業割合は15.3%、「不変」の
企業割合は26.6%、「減少」の企業割合は58.1%と
なった。前回より全業種で「増加」の回答が増加し
たが、「減少」と回答割合も増加し、今期も厳しい
現状が浮き彫りとなった。
　全業種平均DI値は▲42.8%となり、前回調査に
比べてマイナス幅は1.5P拡大した。今回も全業種
でDI値がマイナスになった。製造業は、37.8P悪
化しマイナス幅が拡大した。その他の業種では、Ｄ
Ｉ値がマイナスになったものの、前回調査に比べ改
善した。しかしながら、全ての業種において厳しい
現状は継続している。

　全業種でDI値がマイナスとなった。製造業、建設
業、サービス業において、「好転」と回答する企業は
全く無く、厳しい状況になりつつあるとの声が寄せ
られている。卸売業では「好転」する回答があり、
DI値としては唯一明るい兆しがある結果となった。

　今回も卸売業を除く業種でDI値がマイナスと
なった。製造業、建設業、サービス業では「好転」
の回答割合が0%となり、「悪化」傾向が強く、資
金繰りは厳しい状況である見通しである。夏前まで
好調だった製造業も冬に向け厳しい状況となった。



小千谷商工会議所 会員大会 開催日：令和２年 1月4日㈯

「近代日本資本主義の父 渋沢栄一に学ぶ」
　会 場　小千谷商工会議所 ３Ｆホール
　講 師　京都産業大学　経営学部
　　　　　　教授　松 本 和 明 氏

【第１部】新春セミナー 【第２部】新春賀詞交歓会午後３時開演
午後４時３０分開宴
当商工会議所会員ならびに関係団体の方限定
会　場　サンプラザ　大ホール
参加費　お一人 ２,０００円
            名刺をご持参ください。

詳細・お申し込みは今月号の会報折込チラシでどうぞ（写真：渋沢栄一記念館所蔵）

参加無料・一般入場可
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業況の見通し（前年同期比） 従業員の変動（前年同期比）

業 種 別 概 況

　全業種の平均DI値は▲46.8％となり、全業種のDI値
がマイナスとなった。卸売業では「好転」が15.4P、
前回調査に比べ改善傾向にあるが、その他の業種で「好
転」の数字は1ケタ台であった。建設業とサービス業
では「好転」の回答は0％であった。消費税増税の影
響もあり今後も悪化傾向となる見通しとなった。

　全業種平均ＤＩ値は▲0.8%となり、前回調査に
比べてマイナス幅は7.0P改善した。卸売業・製造業・
サービス業で、ＤＩ値は改善したが、小売業や建設
業で「減少」が多く見受けられる結果となった。

業 種 業 種 概 況

卸 売 業
　暖冬小雪の時は、天候不順につき作柄が良くないと昔から言われているが、特に今年は前年に比べ、夏果実が厳しかった。
天候に左右されない商売が出来ないものかとの声。9月末には、消費税増税前の駆け込み需要があったとの声が寄せられた。
　減少傾向ではあるが、５業種の中で来期の売上高並びに、経常利益・業績の増加が見込める結果となった。

小 売 業

　酒類は、10月の消費税増税前のまとめ買いに期待したが、一部の大型店以外特に無かった。また、この夏は暑い日が続いた
が、業務店への販売数は天候の割に出なかったとの声が寄せられた。日用品小売店では、ネットの販売を利用される方が多くなり、
店舗販売は減少している。ネットなどでは売っていない手作り商品で売上を伸ばしたいとの声があった。人手不足は深刻で、経
費を掛けて人員募集をしたが応募が無いとの声も寄せられた。飲食店からは、外食が減っているのか、夜の街が静かすぎると
の不安な声が寄せられた。

製 造 業
　毎年、前年比が予想がつかない程目まぐるしい時代となっている。製紙関係では、設備投資をしたいが同業者で失敗し廃業
している企業もあるとの声があった。
　鉄工電子関連では、仕事量が減少している企業が多いが、緩やかな減少であるとの声もあり、先が見えない状況であるとの
声が多く寄せられた。

建 設 業
　何より人手不足が深刻との声が多く寄せられている。消費税増税前の駆け込み需要は多くあったが、増税後は下降傾向にあ
るとの懸念する声が多く寄せられた。建築業界では、市内の新築住宅戸数の前年比は減少傾向にある中、ハウスメーカーに仕
事を奪われ仕事量が激減している。生き残るためには、ハウスメーカーの下請けにならなければならない状況であるとの声が寄せ
られた。

サービス業
　消費税増税の影響がお客様の心理状態にどの様に影響するか、10月以降の状況を見て判断していきたいとの声があった。
　また、多くの事業者が人手不足を訴えているが、消費税増税の後の景気後退を考えると、新規雇用を考えることが難しいとの
声が寄せられている。景気低迷が今後どのくらいの影響を及ぼすか不安であるとの声が寄せられた。

　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の
上向き傾向の回答割合が多いことを示し、マイナス値で景気の下向き傾向の回答割合が多いことを示す。従っ
て、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。
　　　ＤＩ値＝（増加・好転などの回答割合）−（減少・悪化などの回答割合）

DI値（景況判断指数）について



　去る１０月１５日（火）に当所にて事業承継ネッ
トワーク事務局より講師をお迎えして、「事業承継
セミナー・個別相談会」を開催し、１９名のご参
加をいただきました。
　セミナーでは新潟県の事業承継ネットワークに
ついての説明の他、事業承継に向けた準備の必要
性、事業承継の実例、事業承継税制等についてご
説明をいただきました。
　新潟県では県内の事業者の円滑な事業承継を支
援すべく、県が中心となり商工会議所・金融機関・
弁護士や税理士などの専門家による事業承継ネッ
トワークを構築して無料の事業承継支援を行って
おります。
　支援内容は事業承継の個別相談から事業承継計
画策定、Ｍ＆Ａマッチング、後継者マッチング、
事業承継にかかる法律や税務の専門家派遣など事
業承継にかかる全般について支援しております。
　事業承継について準備したいがどのように進め
たら良いか分からない、廃業を考えているが買収
してくれる企業を探したい、相続や法律問題につ
いて専門家に相談したいという方は、是非お気軽
に商工会議所窓口までお問い合わせ下さい。

　去る１０月２３日（水）、サンプラ
ザ大ホールに於いて、小千谷商工会議
所、（一財）小千谷市産業開発センター
主催の秋季経済講演会が開催されまし
た。
　本年度は経済学者で立教大学大学院
経済学研究科特任教授の金子	勝	氏を
講師にお迎えし、当日は１００名の方
がご来場くださいました。
　講演では、米中貿易摩擦や東京オリンピック２０２０
等の話題を踏まえての日本経済の現状と見通し、環境が
刻々と変化している中での地域経済の在り方についてご
講演いただきました。
　当所では今後も会員企業の皆様のお役に立てるよう旬
の話題・実用的な情報を持つ著名人を招いて、秋季経済
講演会を開催してまいります

　去る１０月２６日（土）に
青年部（久保田邦彦会長、大
竹直哉委員長、大川孝幸委員
長）の１０月例会が開催され
ました。
　この１０月例会の一部とし
て、第１８回目となる「新潟
竹田研究会」の準備・設営及
び講演会への参加をおこない
ました。会場であるサンラッ
ク小千谷の３Ｆホールに常設

してある椅子は２３０脚程でしたが、本会ではそ
れを大きく上回る３５０席を用意することとなり、
椅子の確保、運搬、設置等について青年部メンバー
で協力しました。
　竹田恒泰氏の講演では、皇室や国際問題、特に
悪化する日韓関係などについて分かりやすく解説
いただき、大変興味深く聴くことができました。
　なお、新潟竹田研究会は、中越地区での開催は
初ということで、準備・設営をはじめ、チケット
の販売など多くの不安要素がありましたが、小千
谷法人会事務局と連携し準備をすすめた結果、当
日の悪天候にも関わらずほぼ満席となり、盛会の
うちに終了することができました。

　１０月２４日（木）、小千谷市役所において今年度３
回目の「市と商工会議所による懇談会」が開催され、
関係する市の課長等７名と商工会議所の正副会頭、４
部会（金融証券・交通・観光サービス・諸業）の代表
者が出席しました。
　髙野史郎副会頭が議長となり、はじめに「小千谷市
の観光」について出席者に意見を求めたところ、錦鯉
を利用した観光振興に関する意見が多く聞かれ、「観光
インフラの整備」「通年観光」「地域資源の把握」等が
課題として挙がりました。
　つづいて、「住みやすく働きやすいまちづくり」をテー
マに意見交換し、出席者からは「移住を促進するため
の空き家活用」「女性労働者活躍のための託児所の整備」
「雪の利活用」等が課題として挙がりました。
　「観光振興」や「魅力あるまちづくり」、前回の懇談
会テーマである「人手不足」など地域の様々な問題を
克服し、当市を活性化させるためには官民一丸となっ
て取り組まねばなりません。この懇談会のさらなる発
展が期待されます。

「事業承継セミナー・個別相談会」を開催

秋季経済講演会
金子 勝 氏（経済学者）

「どうなる日本、くらしと地域」を開催
青年部１０月例会

第１８回「新潟竹田研究会」の
準備・設営に協力

第３回 市と商工会議所による懇談会
「観光」「住みやすく働きやすいまちづくり」について意見交換

おぢや
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　すっかり肌寒くなりましたね。だらけ
ても許される感じがして冬は好きなんで
すが、雪国に住むと、この感覚は変わって
行くんでしょうか。出身が千葉県松戸市

なんですが、子供の頃ひざ下くらいまで雪が降って街中
大慌てだったのを覚えています。
　さて、YouTubeなど動画配信サイトが普及して「動画
は新しい言語だ」という言葉をよく聞くようになりまし
た。半分納得な感じです。言語だけではなく広い意味で
伝える手段だと感じています。
　鳥のさえずり、ゴリラのドラミング、牛久保の動画、みた
いな相手に何かを伝える手段であって、つまりコミュニ
ケーションの一部です。動画も言葉も視覚と聴覚に伝達
する手段ですが、動画にはもう一つ時間覚とでも呼んだ
らいいのか、時間を感じる機能への伝達が大きいように
思います。子供が大人になったとか、自然が作り上げた地
形とか、そういう時間の流れを感じる何かと出会った時
の感覚。ここに何か伝える時に一番難しいのは説明をし
たところで意味がない事です。感じ取ってもらわないと
いけないのです。
　だから飲んでる時にも口数を減らしたいんですけど、な
かなかうまくいかないんですよね・・・

牛久保くんのコラム
地域おこし協力隊

牛久保はミタ！！牛久保はミタ！！
「感覚の話し」

　１０月１６日(水)、女性会（高野邦子会長）が「いい
とこ巡り視察研修会」を実施し２０名が参加しました。
今回は片貝町の伝統産業について理解を深めようと㈲
片貝煙火工業と㈲紺仁を訪問しました。
　㈲片貝煙火工業では、本田社長様に工場を案内し
ていただき、花火の製造工程や徹底した安全管理に
ついて説明を受けた後、片貝まつりの花火打上場所を
見せていただくと、美しい花火を見るだけでは知り得
なかった製造のご苦労や同社の皆様の花火への熱い
思いを感じました。参加者より「花火がますます好き
になった」との声が聞かれました。
　㈲紺仁では、松井社長様より藍染めをはじめとする
染めと織りの工程について説明いただき、職人さんが
器用に作業されるところを間近で見学しました。代々
受け継がれてきた藍と伝統的な技法を大切に守って作
られる製品にはどれも同社のこだわりとぬくもりが感じ
られ、多くの参加者が買い求めました。
　また、浅原神社では地域おこし協力隊の佐藤さん
に、忍字亭では片貝町協議会の大矢会長様にご案内
いただき、昼食は金寿司で美味しいお料理を堪能しま
した。
　片貝町には「いいとこ」「いいこと」がたくさんありま
した。大変有意義な視察研修ができ、現地でお世話
になった方々に参加者一同心よりお礼申し上げます。

片貝で小千谷の魅力再発見！
女性会 いいとこ巡り

視察研修会
　１０月２日(水)に新潟市万代シル
バーホテルにて、県内の７商工会
議所の女性会より９０名が参加し
て（小千谷女性会からは６名参加）
合同研修会が開催されました。
　第一部では、石川県羽咋市出
身で元羽咋市役所職員の高野誠
鮮氏による講演会「スーパー公務
員と言われた男の失敗履歴」がありました。公務員時
代、その類まれなる発想力・行動力・交渉力と本気を
持って地域活性化に取組まれたお話でした。例えば、
地域のお米をブランド化するために、「神子原（みこは
ら）」の地名を「神の子キリストが住む高原」に結び
つけ、ローマ法王に神子原米を食べてもらうよう働き
かけ実現、その後神子原米は高値で売れる米となっ
ています。他にもUFOでまちおこし、若者の移住促進
など多くの成果を上げる一方で、周囲の反対に合い、
失敗も努力も相当されたに違いありません。
　高野さんの情熱に圧倒されましたが、「アントレプレ
ナーシップ（企業家精神）」を持って果敢に挑戦する
勇気をいただきました。
　第二部の交流パーティーでは、和太鼓の演奏や古
町芸妓の踊り、フラメンコなどアトラクションを楽しみ
ながら、県内商工会議所女性会の会員同士交流を深
めました。

講師は「スーパー公務員」と言われた男！

新潟県内商工会議所
女性会合同研修会

おぢや
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平成３０年度
おぢやＣＣＩ共済配当金について

　平成３０年度（平成３０年１０月～令和元年９月）おぢやＣＣ
Ｉ共済の収支決算の結果、配当還付金率は約２７．５％となり
ました。加入事業所には１１月２２日（金）付で、毎月の保険
料振替口座に「平成３０年度配当金」をお振込みいたします。
また、明細書等を加入事業所宛に別途郵送（１１月１１日発送
予定）にてご案内申し上げます。
　なお、当所では、おぢやＣＣＩ共済制度の他にも会員企業
の皆様の福祉増進と経営の向上に寄与することを目的として
各種共済制度を運営しております。（引受保険会社：アクサ生
命保険㈱）
　詳しくは、貴社担当のアクサ生命保険㈱営業推進員（☎８
３－４９２２）または当所共済担当（☎８１－１３００）にお問い
合わせください。



商品づくり個別相談会
（ブラッシュアップ相談会）を
ご活用ください

次回開催予定／令和2年3月5日（木）
　　　　　　小千谷市総合産業会館
　　　　　　サンプラザ３階	多目的ホール
問い合わせ／小千谷市商工振興課地域産業係
	 ☎83-3556

◆包装デザイン変更の
お悩みでご相談。企
業イメージは残しつ
つ、全体のデザイン
を一新。新包装の製
作には小千谷市地場
産品開発支援事業補
助金を活用しました。

　小千谷市では食品製造業者を対象に、商品開発や
既存商品のブラッシュアップに関するお悩みの解決支
援として、専門家による無料相談会を開催しておりま
す。農産物の加工商品を販売する農業関連事業者様
の相談にも対応しますので、ぜひご活用ください。

活用事例：商品包装デザインの改良
　　　　　（有限会社小千谷そば和田）

➡︎
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北陸信越ブロック

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）−
（減少・悪化などの回答割合）実数
値の上昇率を示すものではなく、強
気・弱気などの景気感の相対的な広
がりを意味する。
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　労働者（パート、アルバイト等を含む）を1人でも雇っ
ている事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）
に加入しなければなりません。
　労働保険は、労災保険・雇用保険の各種給付金
のほか、雇用の安定のために事業主に支給される
助成金などの各種支援制度も設けられており、労働
者はもとより事業主のためにも欠くことのできない制
度です。
　また、人手不足の折、事業主にはコンプライアン
スが求められており、より良い人材を確保する意味
でも、労働保険に必ず加入している必要があります。
　まだ、労働保険の加入手続きを行っていない事
業主におかれましては、管轄の労働基準監督署ま
たは公共職業安定所（ハローワーク）で加入手続き
をとられるようお願いします。
　ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ先
　　新潟労働局総務部 労働保険徴収課
　　（電話　025-288-3502)
　　又は、お近くの労働基準監督署・
　　　　　公共職業安定所（ハローワーク）

一人でも雇ったら、
 労働保険に必ず加入を
～労働保険に入っていない会社に、
 人が集まるでしょうか。～

会報本紙に掲載



◇武田　双雲／たけだ・そううん
　1975年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、NTTに就職。約3年後
に書道家として独立。NHK大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディア出演、著書出版も
多数。2013年度文化庁から文化交流使に任命され、ベトナム・
インドネシアにて、書道ワークショップを開催。15年には、カリフォ
ルニアにて個展開催、17年にはワルシャワ大学にて講演など、世界
各国で活動する。
  公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
  公式サイト：http://www.souun.net/、感謝69：http://kansha69.com/

会会 員員 情情 報報
10月末会員数　955

■事業所名変更
　㈱Ｋ－ＷＯＲＫＳ　（10月1日付）
　　（旧）Ｋ－ＷＯＲＫＳ
■所在地・連絡先変更
　㈱Ｋ－ＷＯＲＫＳ　（10月1日付）
　　（新）大字薭生乙１３４１－３
　　　　電話・ＦＡＸとも８６－４１００
　　（旧）東栄２－４－２１
　㈱新潟セイキ　（10月7日付）
　　（新）鴻巣町１５９３－１
　　　　電話８４－４４０８
　　　　ＦＡＸ（代表）８４－４４０１
　　（旧）大字山本４０５
■代表者変更
　㈱城川道路　（10月１日付）
　　（新）目﨑　利彦　　（旧）目﨑　　登
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令和元年度 無料経営相談会
　　　　　　　  毎月実施中！
次回開催日：12月19日（木）
講　　　師：小松	俊樹	氏（中小企業診断士）
次々回開催日：1月16日（木）
講　　　師：今井	進太郎	氏（中小企業診断士)
開	催	時	間：いずれも午後１時～午後４時
会　　　場：小千谷商工会議所	２階　研修室
※事前予約が必要です。小千谷商工会議所☎81-1300

令和元年度
決算説明会・軽減税率制度説明会のご案内
◆決算説明会（事業所得を有する青色申告者の方）
　日時：１２月１６日（月）１０：2０～１２：００
　場所：小千谷市役所４階	大会議室
　※事前申込不要
◆事業所得を有する白色申告者の方
　日時：１２月１７日（火）１３：３０～１５：００
　場所：小千谷市役所４階	大会議室
　※事前申込必要、１１月２９日（金）まで
小千谷税務署個人課税第一部門　ＴＥＬ：０２５８－８３－０２７４

商工会議所検定試験
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